
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
平
成
２５
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
議
会
運
営
に
対
し
温
か
い
ご
指
導
、
ご
理
解
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
の
社
会
情
勢
は
政
権
交
代
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
一
方
、

経
済
状
況
も
大
規
模
災
害
及
び
世
界
的
な
金
融
危
機
な
ど
一
段
と
厳
し
さ

が
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
行
政
を
は
じ
め
市

民
の
皆
様
方
へ
の
影
響
も
多
大
な
も
の
が
あ
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

小
城
市
誕
生
か
ら
早
８
年
と
な
り
、
本
年
は
本
庁
舎
で
の
新
年
を
迎
え

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
私
ど
も
市
議
会
議
員
一
同
は
、
一
人

ひ
と
り
が
公
平
・
公
正
な
立
場
か
ら
、
小
城
市
の
発
展
と
市
民
生
活
の
安

定
向
上
を
図
る
た
め
、
さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、
政
策
提
言
に
努
め
、

市
民
の
皆
様
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、全
力
を
尽
く
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ

議
長　

中
島
　
正
之

（第７号） 中心市街地活性化事業（商店街元気づくり事
業補助金）として 2,500万円の追加　

（第８号） 民生費、農林水産業費、商工費、教育費、災
害復旧費として ５億8,800万円の追加　

■��下水道特別会計補正予算（第2号）は公共下水道事業費の起債限度額の減により1,021万円の減額

■�国民健康保険特別会計補正予算（第3号）は諸支出金（償還金の増）により1,811万円の追加

■�病院事業会計補正予算は、糖尿病コーディネート看護師養成補助金179万9千円を増額

平成24年度一般会計、特別会計、企業会計の補正予算を可決
　平成24年第４回小城市議会定例会は11月30日〜12月21日までの22日間で開催され、第104
号議案、小城市市営浄化槽条例の１件を否決したほかは、以下の5議案と残る36の議案すべ
てを可決し閉会した。

主
な
事
業

介
護
給
付
費
・
訓
練

等
給
付
費
支
給
事
業

（
９
，９
７
５
万
円
）

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
趣

旨
に
基
づ
き
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
一
元
化
し
て
障
害
者
の

地
域
生
活
と
就
労
を
進
め
自

立
を
支
援
す
る
。

６
次
産
業
化
事
業

（
８５
万
円
）

　

農
業
者
の
経
営
安
定
の
た

め
、
農
畜
産
物
の
付
加
価
値

の
創
出
に
向
け
、
生
産
だ
け

で
な
く
、
加
工
や
流
通
・
販

売
を
一
体
化
し
、
２
次
・
３

次
産
業
と
連
携
し
て
地
域
ビ

ジ
ネ
ス
の
展
開
や
新
た
な
産

業
の
創
出
を
図
る
。

森
林
整
備
加
速
化
・

林
業
再
生
事
業

（
２
１
６
万
円
）

　

間
伐
等
の
森
林
整
備
の
加

速
化
と
間
伐
材
等
の
森
林
資

源
を
活
用
し
た
林
業
・
木
材

産
業
等
の
地
域
産
業
の
再
生

を
図
る
。

農
業
体
質
強
化
基
盤

整
備
促
進
事
業

（
２
億
７
，１
６
５
万
円
）

小
城
市
議
会

2小城市議会だより



　

我
が
国
の
食
と
農
林
水
産

業
の
再
生
の
た
め
の
基
本
方

針
、
行
動
計
画
に
よ
り
農
地

集
積
の
加
速
化
や
農
業
の
高

付
加
価
値
化
等
に
よ
っ
て
、

我
が
国
農
業
の
競
争
力
と
体

質
強
化
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
経
営
規
模
の
拡
大

や
戦
略
作
物
・
地
域
振
興
作

物
の
生
産
を
促
進
す
る
こ
と

で
、
農
業
の
競
争
力
の
強
化

を
図
る
。

県
営
ク
リ
ー
ク
防
災

機
能
保
全
対
策
事
業

「
小
城
地
区
」

（
４
０
０
万
円
）

　

本
地
区
の
ク
リ
ー
ク
は
、

法
面
の
崩
壊
が
発
生
す
る
と

と
も
に
、
土
砂
の
堆
積
に
よ

る
排
水
機
能
低
下
か
ら
農
地

等
に
広
域
的
な
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
た

め
本
事
業
に
よ
り
ク
リ
ー
ク

法
面
の
保
護
整
備
を
行
い
、

こ
れ
ら
の
被
害
を
未
然
に
防

止
し
農
地
の
保
全
を
図
る
。

ま
ち
な
か
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
等
整
備
事
業

（
６
，７
７
１
万
円
）

　

現
小
城
市
役
所
小
城
庁
舎

が
立
地
す
る
場
所
は
、
中
心

市
街
地
の
中
心
部
に
位
置
し
、

ま
た
都
市
機
能
の
中
心
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
重

要
な
場
所
で
あ
る
。
し
か
し

本
庁
方
式
へ
の
移
行
に
伴
う

小
城
庁
舎
の
当
該
場
所
か
ら

の
移
転
は
、
商
店
街
を
は
じ

め
と
し
て
、
地
域
経
済
等
へ

の
マ
イ
ナ
ス
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
ま
ち
づ
く

り
・
交
流
に
よ
る
活
性
化
拠

点
地
区
の
形
成
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
経
済
に
も
波
及

効
果
が
期
待
で
き
る
核
的
施

設
等
の
整
備
に
取
り
組
む
。

商
店
街
元
気
づ
く
り

事
業

（
２
，５
０
０
万
円
）

　

医
商
連
携
施
設
整
備
支
援

事
業
補
助
金
に
、
２
，５
０

０
万
円
を
追
加
。

人
権
擁
護
委
員

　
（
諮
問
第
３
号
）

　

平
成
２５
年
３
月
３１
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
一
ノ
瀬
一
磨
氏
を
新
任
。一ノ瀬一磨氏

　
（
諮
問
第
４
号
）

　

平
成
２５
年
３
月
３１
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
諸
岡
賢
治
氏
を
新
任
。諸岡　賢治氏

発
　
　
議

発
議
第
５
号

　

小
城
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
は
全
員
賛
成
で
可
決

し
た
。

発
議
第
６
号

　

小
城
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ

い
て
は
全
員
賛
成
で
可
決
し

た
。

平成23年度　一般会計・
特別会計・企業会計決算を認定

　

１０
月
１
日
か
ら
１０
月
１２
日

ま
で
の
１２
日
間
の
日
程
で
、

平
成
２３
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算

審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
。

市
の
各
事
業
を
行
う
一
般
会

計
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の

特
別
会
計
、
さ
ら
に
水
道
・

市
民
病
院
の
企
業
会
計
に
つ

い
て
慎
重
な
審
議
を
重
ね
、

す
べ
て
の
決
算
に
つ
い
て
認

定
し
た
。
特
別
委
員
会
に
お

い
て
執
行
部
と
交
わ
さ
れ
た

質
疑
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

市
税
・
負
担
金
徴
収

率
の
向
上
が
急
務

　
　

市
税
・
負
担
金
の
徴
収

は
、
年
々
厳
し
い
状
況

に
あ
る
が
、
ど
う
対
応
し
て

い
く
か
。

　
　

一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
を
通
じ
た
歳
入
で

は
、
市
税
４
億
３
，１
６
２

万
２
千
円
、
国
民
健
康
保
険

税
４
億
４
，４
７
３
万
９
千

円
、児
童
福
祉
費
負
担
金（
保

育
料
）
１
，５
６
６
万
９
千

円
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
１
，３
８
８
万
円
等
合

わ
せ
て
９
億
１
，５
２
８
万

２
千
円
が
収
入
未
済
額
と

な
っ
て
い
る
。
又
、
不
納
欠

損
額
も
、
市
税
等
２
，９
２

５
万
５
千
円
、
国
民
健
康
保

険
税
等
５
，８
６
２
万
８
千

円
等
合
わ
せ
て
８
，７
８
８

万
４
千
円
が
徴
収
不
納
と
し

て
処
理
さ
れ
た
。
税
や
負
担

金
の
徴
収
は
、
長
び
く
不
況

の
中
、
生
活
困
窮
者
、
生
活

保
護
受
給
者
の
増
加
で
厳
し

い
状
況
で
あ
る
が
、
納
税
の

公
正
公
平
の
立
場
か
ら
尚
一

層
の
徴
収
努
力
が
求
め
ら
れ

る
。財

政
の
健
全
化
は

　
　

今
後
、
学
校
改
築
や
下

水
道
事
業
な
ど
の
大
型

事
業
を
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
税
収
の
停
滞
や
交
付
税

の
減
少
な
ど
見
込
ま
れ
る
な

か
、
財
政
の
健
全
化
を
ど
う

考
え
る
か

　
　

社
会
情
勢
、
経
済
状
況

は
も
と
よ
り
、
国
や
県

の
新
た
な
施
策
の
動
向
、
ま

た
、
市
の
事
業
の
実
施
状
況

等
に
対
応
す
る
よ
う
財
政

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直

し
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
注
意
深
く
進
行
管
理
を

行
い
、
健
全
な
財
政
運
営
を

行
う
た
め
に
財
政
計
画
を
ま

と
め
て
行
き
た
い
。

問問答答

問問答答
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内
部
で
で
き
る
も
の

は
自
前
で

　
　

委
託
事
業
が
増
え
つ
つ

あ
る
が
、
業
者
に
事
業

を
丸
投
げ
す
る
の
で
は
な

く
、委
託
の
成
果
を
検
証
し
、

内
部
で
で
き
る
も
の
は
自
前

で
行
い
、
委
託
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
場
合
は
担
当
課
で

事
業
の
詳
細
を
把
握
し
て
お

く
べ
き
で
は
。

　
　

市
職
員
で
対
応
で
き
な

い
専
門
的
な
知
識
や
技

術
を
必
要
と
す
る
業
務
に
関

し
て
は
業
務
を
委
託
し
て
い

る
。
担
当
部
署
が
業
務
内
容

を
把
握
す
る
こ
と
は
当
然

で
、
市
に
管
理
監
督
の
責
任

が
あ
る
こ
と
か
ら
改
善
す
べ

き
と
こ
ろ
は
改
善
し
て
い
く

よ
う
指
導
を
徹
底
し
て
い
き

た
い
。

競
争
原
理
を

働
か
せ
よ

　
　

設
計
・
入
札
・
契
約
方

法
や
そ
の
理
由
に
つ
い

て
庁
舎
内
で
統
一
さ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
競
争
の
原
理

が
働
い
て
い
な
い
も
の
も
見

受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
施
設

管
理
業
務
な
ど
を
一
括
発
注

に
よ
る
経
費
削
減
や
事
務
の

簡
素
化
を
図
る
べ
き
だ
が
市

と
し
て
の
考
え
は
。

　
　

随
意
契
約
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
専
門
性
が
高

い
こ
と
や
他
に
競
争
相
手
が

い
な
い
業
務
な
ど
技
術
の
特

殊
性
、
経
済
性
、
緊
急
性
な

ど
を
考
慮
し
、
公
平
性
を
保

ち
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た

い
。
庁
舎
内
で
基
準
が
統
一

さ
れ
て
い
な
い
と
の
指
摘
に

対
し
て
は
、
随
意
契
約
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
統

一
的
な
運
用
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
行

う
。
ま
た
、
施
設
管
理
業
務

で
一
部
条
件
等
が
合
わ
ず
で

き
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
一

括
発
注
で
き
る
も
の
は
行
っ

て
い
る
。

不
納
欠
損
処
分
の
前
に

時
効
中
断
の
努
力
を

　
　

市
税
、
国
保
税
、
上
下

水
道
料
金
等
に
お
い

て
、
多
額
の
未
収
金
や
不
納

欠
損
処
分
が
見
ら
れ
る
が
、

善
良
な
納
税
者
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
に
も
引
き
続
き

未
収
金
対
策
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
不
納

欠
損
を
行
う
ま
え
に
時
効
中

断
の
努
力
を
す
べ
き
と
考
え

る
が
、市
と
し
て
の
考
え
は
。

　
　

未
納
者
と
の
接
触
を
行

い
、
状
況
に
応
じ
た
納

付
方
法
な
ど
探
る
よ
う
心
掛

け
納
付
誓
約
書
の
提
出
を
求

め
、
滞
納
額
を
減
ら
す
よ
う

な
努
力
を
行
っ
て
い
る
が
、

全
て
の
滞
納
者
と
は
会
え
な

い
こ
と
か
ら
、
２３
年
度
は
財

産
調
査
等
を
積
極
的
に
実
施

し
、
可
能
な
限
り
財
産
の
差

し
押
さ
え
を
行
っ
た
。

伸
び
悩
む
下
水
道
の

接
続
率

　
　

接
続
者
個
人
の
理
由
等

で
加
入
金
な
ど
の
不
納

欠
損
が
出
始
め
、
市
内
全
体

を
見
渡
し
て
も
接
続
率
が
伸

び
て
い
な
い
。
今
後
、
事
業

が
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
将

来
的
に
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
事
業
展
開

が
果
た
し
て
で
き
る
の
か
。

　
　

２３
年
度
に
効
率
的
、
経

済
的
な
事
業
の
見
直
し

を
行
い
、
平
成
４２
年
度
を
目

標
と
す
る
整
備
計
画
及
び
財

政
計
画
を
策
定
し
て
い
る

が
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る

今
日
の
社
会
情
勢
等
を
睨
み

な
が
ら
、
今
後
、
国
の
補
助

金
や
市
の
財
政
状
況
が
大
き

く
変
化
し
て
く
れ
ば
、
財
政

計
画
の
見
直
し
、
事
業
期
間

の
延
長
等
の
検
討
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
。

水
道
供
給
に
対
す
る
市
民

の
不
公
平
感
の
是
正
を

　
　

以
前
か
ら
問
題
と
な
っ

て
い
る
水
道
料
金
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
一
定
の
方

向
性
を
示
し
て
関
係
企
業
と

の
協
議
を
行
い
、
市
民
の
水

道
供
給
に
対
す
る
不
公
平
感

を
是
正
す
る
努
力
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
市
と
し
て
の
考

え
は
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
体
の

経
営
状
況
に
よ
り
料
金

格
差
が
発
生
し
て
い
る
。
西

佐
賀
水
道
企
業
団
に
つ
い
て

は
企
業
努
力
に
よ
り
料
金
の

引
き
下
げ
を
や
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
小
城
水
道
に
お
い

て
は
、
既
存
企
業
の
撤
退
、

給
水
人
口
の
減
少
、
節
水
型

器
具
の
普
及
に
よ
り
給
水
収

益
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、

将
来
赤
字
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
料
金
改
定
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。
料
金
値

上
げ
の
時
期
等
を
見
極
め
た

い
。市

民
に
愛
さ
れ
る
市

民
病
院
へ

　
　

改
革
プ
ラ
ン
の
経
営
改

善
に
よ
り
赤
字
が
減
少

し
て
き
て
い
る
の
で
２５
年
度

に
は
黒
字
化
す
る
こ
と
を
目

標
に
経
営
に
あ
た
っ
て
も
ら

い
た
い
。
職
員
教
育
を
徹
底

し
、
市
民
に
愛
さ
れ
る
よ
う

鋭
意
努
力
し
て
も
ら
う
こ
と

を
望
む
が
市
の
考
え
は
。

　
　

２３
年
度
の
営
業
損
失
は

５
，４
７
４
万
９
，０
８

８
円
で
、
前
年
度
の
経
常
損

失
が
９
，５
６
７
万
８
，９
８

９
円
と
な
っ
て
お
り
、約
４
，

１
０
０
万
円
の
赤
字
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
た

だ
、
平
成
２０
年
度
に
策
定
し

た
改
革
プ
ラ
ン
で
は
黒
字
化

を
目
指
し
て
き
た
が
最
終
年

度
の
２３
年
度
で
も
達
成
で
き

な
か
っ
た
。
今
後
改
革
プ
ラ

ン
を
見
直
し
、
２５
年
度
に
黒

字
化
へ
転
換
し
て
い
く
と
い

う
新
た
な
計
画
を
策
定
し
、

経
営
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

平
成
２５
年
度
か
ら
地
方
公
営

企
業
法
の
全
部
適
用
に
移
行

し
、
新
た
な
経
営
形
態
の
も

と
改
革
を
進
め
る
。
職
員
の

接
遇
態
度
に
つ
い
て
は
、
運

営
委
員
会
や
職
員
朝
会
で
職

員
へ
周
知
徹
底
し
て
い
く
と

共
に
、
接
遇
研
修
会
等
を
開

催
し
な
が
ら
、
患
者
様
に
信

頼
さ
れ
る
職
員
と
な
る
よ
う

育
成
に
努
め
た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
執
行

部
は
、様
々
な
指
適
、要
望
、

意
見
、
提
言
を
真
摯
に
受
け

と
め
、
今
後
の
予
算
執
行
及

び
２５
年
度
の
予
算
編
成
に
十

分
反
映
さ
せ
、
市
民
の
声
が

行
政
運
営
に
生
か
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
請
し
た
い
。

問問答答

問問答答

問問答答問問

答答問問答答

問問答答

4小城市議会だより




